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令和７年度 ⾼等学校中堅教諭等資質向上研修

⾼等学校教育の現状と課題
兵庫県教育委員会事務局

⾼校教育課副課⻑兼教育指導班⻑
岡崎 俊宏
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◎ 経験豊富（成功体験 ＆ 失敗体験）
◇ 教科指導 ◇ 生徒指導 ◇ 部活動
◇ 校務分掌 ◇ 学級経営

→ 個人としての活躍

アップデート

● 組織的な働き
◆ 学校運営への参画◆ 学年経営
◆ 特⾊化事業を牽引◆ 校外との関係づくり

→ 組織の中での活躍

はじめに

生徒の成長のため 3

組織的に考えるとは？

校則がある

決まりだから

今までそう
だったから

伝統、統⼀
感、指導の
しやすさ、

保護者地域
からの期待

⽅針は︖

校⻑の⽅針

県の指導⽅針

国の⽅向性

世間の捉え⽅

4

従来からの課題

・いじめ
・不登校
・課題を抱えた家庭
・キャリア教育
・保護者・地域との協力

新たな課題

・ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞの視点
からの授業改善

・ＩＣＴの活用
・特別な支援を要する

児童生徒への対応

一人の教員が
これら全ての課題に
対応することは困難

多様な専門性を持つ人材
と効果的に連携・分担し，
組織的・協働的に諸課題
の解決に取り組む力が教
員に求められる

「社会に開かれた教育課程」を重視
「カリキュラムマネジメント」の確立
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本⽇の内容
１ 社会の変化

２ 学習指導要領が⽰す育むべき資質・能⼒

３ 第三次実施計画 改⾰３つの柱
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本⽇の内容
１ 社会の変化

２ 学習指導要領が⽰す育むべき資質・能⼒

３ 第三次実施計画 改⾰３つの柱
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１社会の変化

○先⾏き不透明な「予測困難な時代」
→新型コロナウイルス感染拡⼤、国際紛争等でさらに加速

○「Society5.0時代」の到来
→AI、ビッグデータ、IoT、ロボテクス等の⾼度化した技術が
産業・社会⽣活のいたるところに取り⼊れられる

（R3答申）
「令和の⽇本型学校教育」の構築を⽬指して
〜全ての⼦供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現（答申）〜
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急速な少子高齢化

約４０年後には、
総人口が約３割減少

8

2050年には
約１億人
まで減少

約３０年間で約2000万人減

出所 次期教育振興基本計画について（答申）参考資料・データ集

１社会の変化
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本⽇の内容
１ 社会の変化

２ 学習指導要領が⽰す育むべき資質・能⼒

３ 第三次実施計画 改⾰３つの柱
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２ 学習指導要領が⽰す育むべき資質・能⼒

「何を学ぶ（教える）か」という「コンテンツ」を重視

した教育から、

「どのような力がついたのか」「何ができるようになった

のか」という「コンピテンシー・ベース」に着目した教育へ

学力観の転換

コンテンツ・ベースの学力観

「知っていること」

（内容重視）

コンピテンシー・ベースの学力観

「何ができるようになるか」

（能力重視）

「どのように学ぶか」

主体的・対話的で深い学びの視点から学習過程の改善
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２ 学習指導要領が⽰す育むべき資質・能⼒



 http://is2.sss.fukushima-u.ac.jp/fks-db/txt/10051.101.bandai/html/00047.html https://www.gyoda-naganochu.ed.jp/news/15069/
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探究学習の必要性

明治

令和

平成

２ 学習指導要領が⽰す育むべき資質・能⼒
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
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探究学習の必要性
答えのない問い
を自ら立て、他者
と協働して答えを

創造する力

２ 学習指導要領が⽰す育むべき資質・能⼒
本⽇の内容
１ 社会の変化

２ 学習指導要領が⽰す育むべき資質・能⼒

３ 第三次実施計画 改⾰３つの柱
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３ 県立高等学校教育改革第三次実施計画

 高校教育改革の流れ

 高校教育改革の流れ

社会の急速な変化
○「Society5.0時代」の到来

 →社会の在り方が劇的に変わる

○「予測困難な時代」の到来

 →新型コロナウイルスの感染拡大など先行きが不透明




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県立高等学校での学び

・卒業単位の修得 ・学校⾏事 ・部活動

全ての県立高等学校で学ぶことができる

学びの多様性

13 14

15 16
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 高校教育改革の流れ

社会の急速な変化
○「Society5.0時代」の到来

 →社会の在り方が劇的に変わる

○「予測困難な時代」の到来

 →新型コロナウイルスの感染拡大など先行きが不透明




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学びの多様性 学校での教育活動

教員が学びの多様性
を支えている

教員の指導・サポート

教員数

生徒数
（クラス数）

クラス数（クラス規模）で、
教員数が決まる
※４０人を１クラスとする

３ 県立高等学校教育改革第三次実施計画

社会の急速な変化
○「Society5.0時代」の到来

 →社会の在り方が劇的に変わる

○「予測困難な時代」の到来

 →新型コロナウイルスの感染拡大など先行きが不透明

 である

○デジタル化・オンライン化、DX

 →社会全体で加速する必要がある
18

第１章 計画の趣旨等
１ 計画の趣旨

第３期「ひょうご教育創造プラン（兵庫県教育基本計画）」を踏まえ、変化が
激しく予測困難な時代を迎える中で、社会の変化に柔軟に対応し、自らの力
で新しい社会を切り拓く力を育成できる県立高等学校であり続けられるよう、
改革の基本的な考え方と方向性を示す。
２ 計画の期間

令和４～12年度の９年間。（令和４～８年度の５年間を前期期間）

第２章 計画の基本的な考え方
【実施計画における三つの柱】

１ 県立高等学校の魅力･特色づくりの推進
２ 県立高等学校(全日制）の望ましい規模と配置
３ 入学者選抜制度･方法の工夫と改善

19

改⾰の３つの柱
⑴ 県⽴⾼等学校の魅⼒・特⾊づくりの推進

⑵ 県⽴⾼等学校（全⽇制）の望ましい規模と配置

⑶ ⼊学者選抜制度・⽅法の⼯夫と改善

基本理念
社会等の変化に応じて「学びたいことが学べる学校づくり」

３ 県立高等学校教育改革第三次実施計画

社会の急速な変化
○「Society5.0時代」の到来

 →社会の在り方が劇的に変わる

○「予測困難な時代」の到来

 →新型コロナウイルスの感染拡大など先行きが不透明




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第３章 県立高等学校の魅力・特色づくりの推進
３ 中高一貫教育校
･連携型中高一貫教育校 ⇒生徒や地域のニーズ等を踏まえ、新設、

連携中学校の拡充または連携の解消を検討
４ 定時制・通信制

･多部制高校 ⇒夜間定時制高校再編により新設を検討
･通信制高校 ⇒通定併修等の充実に向けて配置のあり方を検討

５ 教育内容の工夫と充実
･各校において学びの創意工夫に取り組む際の視点を整理
①スクール･ミッション等に基づく魅力･特色づくりの推進
②将来について考え、行動する態度や能力を育む教育の推進
③多様な価値観を認め、主体的に行動できる力を育む教育の推進
④新たな価値観を創造する力を育む教育の推進

⑴ 県⽴⾼等学校の魅⼒・特⾊づくりの推進

17 18
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⑴ 県⽴⾼等学校の魅⼒・特⾊づくりの推進

21

１ 県教委が示すスクール・ミッション
２ 各校で策定するスクール・ポリシー（３つの方針）

育成を目指す資質・能力を明確化 学びたいことが
教育活動等を精選・重点化 学べる学校づくり

１

２

① スクール・ミッション等に基づく魅⼒・特⾊づくりの推進 社会の急速な変化
○「Society5.0時代」の到来

 →社会の在り方が劇的に変わる

○「予測困難な時代」の到来

 →新型コロナウイルスの感染拡大など先行きが不透明

 である

○デジタル化・オンライン化、DX

 →社会全体で加速する必要がある
22

第３章 県立高等学校の魅力・特色づくりの推進等
１ 全⽇制普通科･総合学科
･普通科コース ⇒普通科新学科または普通科特⾊類型に改編
･望ましい規模の確保が⾒込めない総合学科 ⇒普通科特⾊類型等に改編
･新設 普通科新学科（学際領域に関する学科/地域社会に関する学科）
･新設 STEAMに関する学科 ⇒STEAM教育を全学区で推進

※Science,Technology,Engineering,Art/Liberal Arts,Mathematics
を総合的･横断的に学ぶ課題探究型の学科

２ 専⾨教育を主とする学科（全⽇制）
･職業学科 ⇒専⾨分野の重点化や学科改編等を検討
･理数科･国際科 ⇒⽣徒ニーズ等を踏まえて必要に応じて改編を検討
･新たな特⾊ある学科 ⇒全国有数の新たな学びに対して⽣徒や地域の

ニーズがある場合、全国募集等を前提に設置を検討

⑴ 県⽴⾼等学校の魅⼒・特⾊づくりの推進

兵庫型ＳＴＥＡＭ教育
since 2020

23ABOUT | 兵庫型STEAM教育 (hyogo-c.ed.jp)
24

R7年度設置R6年度設置新学科名
神⼾学園都市
神⼾鈴蘭台
津 名
淡路三原
⻄宮苦楽園
川⻄緑台
明⽯城⻄
播磨福崎

御 影
⼋ ⿅⽂理探究科

尼 崎
姫路海城柏 原地域科学探究科

北 条
篠⼭鳳鳴
明 ⽯
姫路飾⻄
豊 岡

ＳＴＥＡＭ探究科

普通科新学科の設置

県⽴学校主幹教諭研修

⑴ 県⽴⾼等学校の魅⼒・特⾊づくりの推進

21 22

23 24
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改⾰の３つの柱
⑴ 県⽴⾼等学校の魅⼒・特⾊づくりの推進

⑵ 県⽴⾼等学校（全⽇制）の望ましい規模と配置

⑶ ⼊学者選抜制度・⽅法の⼯夫と改善

基本理念
社会等の変化に応じて「学びたいことが学べる学校づくり」

３ 県立高等学校教育改革第三次実施計画

社会の急速な変化
○「Society5.0時代」の到来

 →社会の在り方が劇的に変わる

○「予測困難な時代」の到来

 →新型コロナウイルスの感染拡大など先行きが不透明




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第４章 県立高等学校（全日制）の望ましい規模と配置
【基本的な方向性】

◇多様で活力ある教育活動を維持するために必要な望ましい規模

◇原則、発展的統合により望ましい規模を確保し、配置を検討

【具体的な進め方】
◇発展的統合を行う学校数

令和７年度 … ７組16校 令和10年度 … ６組12校
◇地域の特性等を踏まえ、発展的統合を行わない望ましい規模に満たない学

校については、地域の支援を得ながら存続する可能性、もしくは、新たに発
展的統合を行う可能性について、市町教育委員会等と引き続き協議

○ 普通科･総合学科で、１学年６～８学級
 ○ 職業学科の単独校で、１学年３学級以上

⑵ 県立高等学校（全日制）の望ましい規模と配置

27

⑵ 県立高等学校（全日制）の望ましい規模と配置

28

発展的統合［R7年度６組14校］

25 26

27 28
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社会の急速な変化
○「Society5.0時代」の到来

 →社会の在り方が劇的に変わる

○「予測困難な時代」の到来

 →新型コロナウイルスの感染拡大など先行きが不透
明





⑵ 県立高等学校（全日制）の望ましい規模と配置

29

第５章 入学者選抜制度・方法の工夫と改善
【基本的な方向性】

◇本計画期間中は、現行の５学区を維持
◇入学者選抜制度全体のあり方については、前期期間または計画期間の満

了時において、必要な見直しを検討するため、教育関係者等による検討組
織を設置

【具体的な取組】
◇２月入試と３月入試の定員の割合、選抜方法の見直しの検討
◇普通科新学科及びSTEAM学科の選抜方法の検討
◇隣接区域の新たな設定の必要性の検討
◇職業教育を主とする学科の選抜方法の改善方策の検討
◇第５学区の進学連携校方式のあり方の検討
◇多部制単位制高等学校の部間の募集定員の割合等の見直しの検討
◇総合学科の選抜方法の改善方策の検討

30

これから求められる⼒

31

これから求められる⼒

探究活動⼀⻫学習

ご清聴ありがとうございました。

32
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追加スライド①
３つのキー・コンピテンシー

１．社会・⽂化的、技術的ツールを相互作⽤的に活⽤する能⼒
A ⾔語、シンボル、テクストを相互作⽤的に活⽤する能⼒
B 知識や情報を相互作⽤的に活⽤する能⼒
C テクノロジーを相互作⽤的に活⽤する能⼒

２．多様な社会グループにおける⼈間関係形成能⼒
A 他⼈と円滑に⼈間関係を構築する能⼒
B 協調する能⼒
C 利害の対⽴を御し、解決する能⼒

３．⾃律的に⾏動する能⼒
A ⼤局的に⾏動する能⼒
B ⼈⽣設計や個⼈の計画を作り実⾏する能⼒
C 権利、利害、責任、限界、ニーズを表明する能⼒

追加スライド②
現⾏学習指導要領の課題として、

①学ぶ意義を⼗分に⾒いだせず、主体的に学びに
向かうことができない⼦供が多くなっていること

②現⾏の学習指導要領の理念や趣旨の浸透が道半ば
であること

③「デジタルの⼒でリアルな学びを⽀える」との基
本的な考えに⽴ち、バランス感覚を持って、積極
的に取り組む必要があること

追加スライド③３ 第４期 ひょうご教育創造プラン (兵庫県教育基本計画)

33 34

35 36


